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SDGsの主な取り組み

コカ･コーラ ボトラーズジャパン株式会社と連携し、つぎの取組を行います。

使用済みペットボトルの水平リサイクル「ボトルtoボトル」

 リサイクルを推進するため、ペットボトルはふた（キャップ）とラベルを外して分別してください。

（１）ペットボトル → ペットボトルの回収ボックスへ

（２）キャップ → キャップの回収ボックスへ

（３）ラベル → プラスチックの回収ボックスへ

飲み残しのあるペットボトルはお持ち帰りにご協力をお願いします。

 資源を除き、一般ごみはイベント広場内のエコステーションで、つぎの表示に従って分別してください。

使用済み紙コップのリサイクル

 各エイドステーションで使用される紙コップのリサイクルに取り組みます。

※コース沿いに設置するエイドステーションでは、スタッフが分別を行います

※分別表示イメージ

持続可能な大会運営へご協力をお願いいたします

ボトルt0ボトルとは 使用済みペットボトルを回収・リサイクル処理したうえでペットボトルとして

再生し、飲料の容器として用いること。
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①乾燥昆布

②茎茶

③梅干しの種

SDGsの主な取り組み

「大福茶（おおふくちゃ）の湯」の実施

 大福茶とは、京都を中心とした関西に伝わる風習で、梅干しや結び昆布を入れたお茶を飲んで無病息災を

願うものです。大福茶の湯は、こんぶを通して海の環境再生に取り組む団体「幸海ヒーローズ」 が考案

しました。「良い縁を纏（まと）う湯」をコンセプトに、日本古来の縁起物に由来し、八景島沖で養殖

された「ぶんこのこんぶ」・お茶・梅を使用しています。

 ミネラル豊富で体が温まり、美肌効果も期待できる「大福茶の湯」をぜひお楽しみください。

「横浜金澤 黒船石けん」の設置

 横浜金澤 黒船石けんは、金沢区瀬ケ崎小学校の児童が考案し、大会会場近くの「海の公園」の水質浄化・

保全活動を行う「SDGs横浜金澤リビングラボ」が販売しています。

 地元の竹を粉砕した竹炭パウダー、幸海ヒーローズが養殖したこんぶ、廃棄されていた給食のみかんの皮

などを使用した、保湿効果のある”地産地消”石けんです。第１０回横浜金沢ブランドにも認定されました。

 大会エントリー時に皆様からお預かりした「環境協力金」を活用し、同石けんを購入することで、大会

会場の水質環境改善の活動を支援します。

金沢区の温浴施設と連携し、大会開催にあわせてつぎの取組を行います。

詳細は大会ホームページでお知らせします

 みなと湯 （横浜市金沢区六浦東３-１-２３）

京浜急行線「追浜」駅から徒歩５分／京浜急行線「金沢八景」駅から徒歩１５分

詳細はコチラ⇒ http://www.minatoyu.com/bath.html

対象の温浴施設

http://www.minatoyu.com/bath.html

